


　2019/20シーズンの掉尾を飾ったのは、毛利文香、田原綾子、

笹沼樹がベートーヴェンに挑んだ弦楽三重奏公演だった。これ

があまりにも清々しい快演で、スッカリ魅せられてしまった。

200年以上も前に生まれた楽聖ベートーヴェンが彼らと同じ

年頃に作曲した作品に対し、気負いも変な畏怖の念もなく、

深い共感と瑞々しい叙情で描き出したその演奏は、まさにいま

曲が誕生したかのような快感があった。

　彼らもこのコンサートに手応えを覚え、超多忙な中、時間を

ひねり出して、J.S.バッハ《ゴルトベルク変奏曲》の弦楽三重奏版に

都内で挑戦した。熟成を重ねたトッパンでのベートーヴェンには

残念ながら及ばなかったが、一気呵成に演奏を作り上げながら、

ブレない一本芯の通った演奏は、こちらも心躍る時間だった。

そのコンサートの中で、「おそらく一生この3人で何回もこの曲を

弾き続けていくことになる、その最初の演奏が今日でした」という

言葉があった。彼らもその気ならぜひこのトリオに名前を付けて、

トッパンで最初の旗揚げ公演をやろうと思い、このコンサートが

実現した。プログラムについてもネーミングに関しても、彼らと

我々の間で実にいろいろなアイデアが飛び交い、秘曲しかないと

思われがちなこのジャンルにこんなに曲があるのか、と改めて

驚かされたりもした。

　名前は、Trio Rizzle（トリオ・リズル）に決定した。これは、

シンプルな正方形の紙を、丁寧に折り、重ねることで、予測も

つかない造形を生み出す日本の「折り紙」に想を得て、また、

3人が織りなす音楽が大きな鶴のように世界へはばたくことを

願い、「トリオ」と「オリヅル」を組み合わせ、今回の公演決定に

際して名付けた。ちなみに毛利文香の折り紙のセンスはプロ級だ。

　第1回のコンサートのプログラムについても、奇想天外なアイ

デアも飛び交ったが、一夜明けてみるとまったく想像もしない

プログラムを彼らが提案してきた。このジャンルの最高峰に

位置しながら日本では演奏機会に恵まれないモーツァルトの

名作《ディヴェルティメント 変ホ長調》にいきなり挑戦する

というのだ。もともとベートーヴェンのニ長調は、前回の8月

公演の続きとして演奏することが決まっていたので、そこに

ヒンデミットの第1番を加え、あっさりと旗揚げ公演の演目が

決まった。トッパンホールらしい超直球勝負に、彼らの思いと

自信が見え隠れする。いいコンサート、いい弦楽トリオの誕生

になることだろう！

プログラミング・ディレクター　西巻 正史

オネゲル：ショパンの思い出　　ショパン：《24の前奏曲》Op.28より 第1番、第14番、第15番、第20番、第21番、第22番／
ポロネーズ第4番 ハ短調 Op.40-2／夜想曲第2番 Op.9-2、第10番 Op.32-2／バラード第2番 ヘ長調 Op.38／
マズルカ第31番 変イ長調 Op.50-2／幻想即興曲 嬰ハ短調 Op.66　　
シューマン：ショパンの夜想曲による変奏曲　　プーランク：夜想曲第4番 ハ短調〈幻の舞踏会〉　　
モンポウ：ショパンの主題による変奏曲一般 5,000円 ／ 学生 2,500円

7/17土2021

17:00開演

川口成彦［フォルテピアノ］―ショパンをめぐる旅

若手2公演セット券のご案内
発売：5月12日（水）［会員：5月8日（土）］

特別協賛：株式会社 安藤・間
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全席指定

限定数販売

会員同時入会可

通常価格
10,000円のところ

トッパンホール
クラブ

ゴールド会員　7,500円
レギュラー会員　8,500円

▶  9,000円


